
「修
学
旅
行

記
」
に
み
る

渋
沢
敬
三
の
学
問
的
基
礎
過
程

井

上

潤

「修学旅行記」にみる渋沢敬三の学問的基礎過程

は
じ
め
に

渋
沢
史
料
館

は
、
日
本

の
近
代
社
会

の
基
礎
を
築

い
た
渋
沢
栄

一
を
主
テ
ー

マ
と
す
る
博
物
館
で
は
あ
る
が
、
孫
の
代
ま
で
の
同
族
も

対
象
範
囲
と
し
て
お
り
、
な
か
で
も
渋
沢
敬
三
は
、
栄

一
の
継
承
者
と

い
う
位
置
づ
け
で
扱

っ
て
い
る
。
常
設
展
示
の
ほ
か
、

「
九
八
二

年

(昭
和
五
七
)
の
開
館

以
降
、

二
〇
〇

↓
年

(平
成

一
三
)
ま
で
の
間
に
三
回

の
敬
三
関
係
特
別
展

・
企
画
展
を
催
し
て
き
て
い
観
。

さ
て
、
そ
の
渋
沢
史
料
館

に
所
蔵
す
る
敬
三
関
係
資
料

は
と

い
う

と
、
仮
目
録
化
ま
で
の
整
理
状
況

に
あ

っ
て
、
こ
れ
ま
で
、
「雁
信

恰
術
集
」
と
名

づ
け
ら
れ
た
敬
三
宛
書
簡
な
ら
び
に

『柏
葉
拾
遺
』

に
収
載
さ
れ
た
写
真
が
主
に
利
用

に
供
さ
れ
て
き
た
。
仮
目
録
化
ま

で
進

め
ら
れ
た
敬
三
関
係
資
料
は
、
当
館

の
各
特
別
展

・
企
画
展
時

の
検
討

に
加
え
、

二
〇
〇
〇
年

か
ら
現
在
も
行
な
わ
れ
て
い
る
国
立

民
族
学
博
物
館

の

「
ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ
ア
ム

・
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
形
成
過
程

に
関
す
る
」
共
同
研
究

に
お
け
る
再
検
討
や
、

二
〇
〇

一
年

に
は
い
り
、
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
と
横
浜
市
歴
史
博
物
館

の
共
催
に
て
計
画
が
進
め
ら
れ
て

い
る
渋
沢
敬
三
と
ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
に
関
す
る
展
示
準
備

の

一
環
で
確
認
調
査
が
行
な
わ
れ
、
仮
目
録
収
載
資
料

の
照
合
確
認
、
写
真
ア
ル
バ
ム
の
内
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容
確
認

等

が
な

さ
れ

て
き

た
。

そ

の
過

程

の
中

で

い
く

つ
か

の
資
料

に
注

目

が
む

け
ら

れ
る
よ
う

に
な

っ
た
が
、
今

回
は
、

そ

の
中

で
も

特

に
、
東
京

高
等

師
範

学
校

附
属
中

学
校

二
学
年

時

の

「修

学
旅

行
記

」
を
取

り

上
げ
、

そ

の
内

容
を
紹

介

す

る
と
同

時

に
、

そ

の

「修

学
旅

行
記

」
が
持

つ
意
味

、
背
景

と

い

っ
た
と

こ
ろ
を
述

べ
る

こ
と
と
し

た

い
。

220

少
年
期
の
渋
沢
敬
三

ハ
ユ

ね

 改

め

て
紹
介

す

る
ま

で
も

な

い
の
だ

が
、
今

一
度
、

渋
沢

敬

三

の
生
涯

を
簡

単

に
振

り
返

っ
て
み
よ

う
。

一
八
九

六
年

(明

治

二
九
)

八
月

二
五
日
、

父

・
篤

二
、

母

・
敦

子

の
長
男

と

し
て
東
京

・
深

川

に
生

ま

れ

る
。
東

京
高

等
師
範

学
校

附
属

小
学
校

、
同
中

学
校

か
ら

仙
台

の
旧
制
第

二
高

等
学
校

を
経

て
、

一
九

二

一
年

(大

正

一
〇
)
、
東

京

帝

国
大

学

経
済

学

部

を
卒

業
後

、
横

浜
正

金
銀

行

(現
東

京

三
菱

銀
行

)

に
入

行

す

る
。

一
九

二
五

年

(大

正

一
四
)

に
は
、

㈱
第

一
銀
行

に
入

り
、
取

締

役

.
副

頭

取

を
歴

任

後
、

一
九

四

二
年

(昭
和

一
七

)

に
、

日
本

銀
行

副
総
裁

に
転
出

し
、

一
九

四
四
年

(昭

和

一
九
)

に
は
総
裁

と

な

る
。

一
九

四
五
年

(昭

和

二
〇

)

一
〇

月
、

幣
原
喜

重
郎

内
閣

の
大
蔵

大
臣

と
な
り
、
戦

後

の
経
済

的
混
乱

の
収
拾

に
あ

た
る
。

し
ば

ら
く

公
職

を
追
放

さ

れ
る
が
、

一
九

五
三

年

(昭
和

二
八
)
、

国
際
電
信

電
話
㈱

の
初
代
社
長

に
就

任

し
、

そ

の
後

も
金

融
制

度

調
査

会

会
長

、

国
際
商

業
会

議

所

国
内

委

員
会

会

長

な

ど
を
務

め
た
。

経
済

界

で
活

躍

す

る

一
方

で
、
学
問

・
文
化

の
発
展

に
も
大

き
く
寄
与

し

て

い
る
。

ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム

(後

の
日
本
常

民
文

化
研
究

所

)
を
主

宰

し
、

民

具
等

の
蒐

集

と

と
も

に
、

民
俗
学

・
民
族

学

お
よ
び

日
本

の
水
産
史

の
研

究

を
行
な

い
、
多

く

の
成

果
を
、

数
多

く
残

し

て

い
る
。

ま

た
、
研
究

活
動

や
博
物

館
設

立
な

ど

の
文
化

事
業

に
対

し

て
多
大

な
賊
政
的

支

援
を
行

な

っ
て

い
る
。

一
九

六

三
年

(昭

和

三
八

)

一
〇
月

二
五
日
、

六
七
歳

で
死
去

し

た
。

と

り
わ

け
本

稿

で
取

り
扱

う
対
象

時

期

で
あ

る
少
年

期

は

と

い
う

と
、
小
学

校
時

代

は
ま
だ
平
穏

な
時

期

で
あ

っ
た
が
、
中

学
時
代

に

な

り
、
家

庭
内

の
問
題

に
巻

き
込

ま
れ
、

そ

の
影
響

を
受

け
、
落

第

の
憂

き
目
を

み
る
と

い
う

い
や

な
思

い
を
し

た
時

期

で
あ

っ
た
。



「修学旅行記」にみる渋沢敬三の学問的基礎過程

敬

三
の
学
問
的
基
礎

そ

の
よ

う
な
生

涯
を
生

き
た
敬

三

で
あ

っ
た
が
、

の
ち

に
、

ア

チ

ッ
ク

こ

ミ
ュ
ー
ゼ

ア

ム
を
中

心

と
し

た
学
問

・
文
化

面

で

の
活
動

の

原

点
を

遡

っ
て

い
く
と
、

幼

.
少

年
期

に
た

ど
り
着

く
。
例

え
ば

、
原
点

の

一
つ
と
し

て
、
東

京

・
深

川
福
住

町
邸
内

に
あ

っ
た

「
潮
入

り

の
池
」
と
の
出
会

い
と
す
る
指
禦

あ
都
.
敬
三
が
生
ま
れ
藻

川

の
邸
内

に
は
・
東
京
内
湾
に

つ
な
が

っ
て
い
た

潮

入
り
の
池
L

と

い
う

の
が
あ

っ
た

が
、
潮

の
干
満

が
あ

り
、

そ
れ

に
よ

っ
て
様

々
な
魚

や
小
動

物

が
生
息

し

て

い
た
。
敬

三

は
、

幼
年

か

ら
少

年
期

に

か
け

て
よ
く

こ
の
池

の
傍

ら

に
し

ゃ
が
ん

で
じ

っ
と
眺

め

て

い
た
。

そ
ん
な

こ
と

か
ら
蛭

を

い
じ
り
だ

し

た
と
本
人

も

い

っ
て

い
る
よ
う

に
、

敬

三

に
と

っ
て
は
、

ま
さ

に
そ

こ
は
自

邸
内

の
水

族
館

で
あ

り
、
研
究

活

動

の
原

点

で
あ

る
と
す

る
指
摘

で
あ

る
。

ま

た
、

一
九
〇

七
年

(明
治

四
〇

)
、
敬

三
が

=

歳

の
時

、
友

人
た

ち
と

「腕

白
倶
楽

部
」

を
組

織

し
、

『腕
白

雑
誌
』

『腕

白
世
界

』

と

い
う
同

人
誌

を
発

行

し

て

い
る
。
内

容

は
、

お
伽
ぱ

な

し
、
旅
行

記

、
俳
句

、

漫
画
等

を
銘

々
が
思

い
思

い
に
書

き
綴

っ
て

い
る
が
・

そ
の
中

に

「
学

問
」

と
称

し

て
、

歴
史
、

地
理

の
分
野

で
調

べ
た
自

由
研
究

の
発
表

の
場

が
設

け

て
あ

っ
た
。
観

察
し

、
興
味

●
関

心
度

を
高

め

て

い
く

と

い
う
意

味

で

の
研

究
活
動

の
原
点

が

「
潮

入
り

の
池

」

に
あ

る

と
す
れ
ば
、

調
査

し
、

ま

と
め
、
発
表

す

る
と

い
う
意

味

で

の
研
究
活

動

の
原
点

は
、

こ
の

『腕
白
雑

誌
』

に
見
出

せ
る

の
で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

と

こ
ろ

で
、

敬

三
は
、

ア
チ

ッ
ク

.
ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム

に
対

し

て

「
テ

ィ
ー
ム

ワ
ー
ク

の

ハ
ー

モ

ニ
ア

ス
デ

ヴ

ェ
ロ
ー
プ

メ

ン
ト
」

を
見

出

さ

ん
と

す
る

こ
と
を
望

ん
で

い
た
。

「人
格

的

に
平
等

に
し

て
而

も
職

業

に
専
攻

に
性
格

に
相

異

つ
た

人

々
の
力

が
仲
良

き

一
群

と
し

て
働
く
時
そ

の
総
和
が
数
学
的
以
上

の
価
値
を
示
す
喜
び
を
皆

で
共

に
味

ひ
度
匪

と
い
・つ
の
で
あ
る
・
仲

の
良

い
仲
間
が

;

に
な

っ

て
仕
事

を

す
れ
ば

、
数

学
的

な
総
和

以

上

の
価
値

を
見

出

せ

る
。

そ

の
考

え

の
代
表
的

な
試

み
が

ア

シ
ナ

カ

の
共
同
研

究

や

『
民
具
問
答

集

』

の
編

集

等

に
現

れ
て

お
り
、

ア
チ

ッ
ク

・
ミ

ュ
ー
ゼ

ア

ム
の
活

動
全
体

に

つ
な
が

っ
て

い
く
。

た

だ
、

こ

の
考
え

は
・

ア
チ

ッ
ク

.

ミ

ュ
ー
ゼ

ア
ム
草
創

期

に
芽

生

え
た

も

の
で
は
な

く
、

す

で

に

「
腕
白

倶
楽

部
」

に
そ
れ
を

み
る

こ
と

が

で
き
る
。

つ
ま
り
・

本
論

か
ら
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少

し

は

ず

れ

る
錨

、

違

っ
た

立日心味

で

の

ア

チ

ッ

ク

.
、、、
ユ
ー
ゼ

ア

ム

の
根

一兀
と

な

る
考

え

も

、

幼

い
時

よ

り

ス

タ

ー

ト

し

て

い
た

と
指

摘

m

で

き

る

の

で
あ

る

。

敬

三

の
学
問
的

原
点

を
見

定

め
た

と

こ
ろ

で
、
次

に
、
学

問
的

基
礎

が
築

か
れ

て

い
疸

程

の

一
端

を

み
て

い
く

こ
と
(邸
し

よ
.つ
.

敬
三
の
学
問
的
基
礎
は
附
属
中
学
、

二
高
時
代

に
ま
ず
形
成
さ
れ
、
そ
れ
は
動
物
学
的
指
向

で
あ

っ
た
茎

口
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
基

礎

を
築

く

と

い
う
意

味

で

は
、

附
属
中

学
時

代

の
方

に
比
重

が
あ

っ
た

よ
う

で
あ

る
。

そ

の
附

属
中
学

校

に
あ

っ
て
敬

三

に
強

い
影
響

を
与

え

た

二
人

の
教
師

が

い
た
。

一
人

は
、
生
物

(植

物
)
担

当

の
稲

葉
彦

六

で
、
同

中
学

校

に
あ

っ
て
名
教

師

と

い
わ

れ
た
人
物

で
あ

る
。

そ
し

て
他

の

一
人

は
、
地

理
担

当

の
大
関

久

五
郎

で
、

絶
大

な
影

響
を
敬

三

に
与

え
た

と
当
時

の
級
友

も
語

る
教
師

で
あ

る
。
例

え
ば

、

人
文

で

は
産
業

の
分
布

と

か
、
村

や
町

が

ど
う
し

て
出

来

た

か
、

さ

ら

に
諏
訪

湖

な

ら
ば
地

学

か
ら
地
質

の
成

り
立

ち
を
実

に
詳

し
く
教

え

た
と

い
う

。
大

関

は
、
指
導

上

で
様

々
な

ア
イ
デ

ア
を
出

し

て

い
る
。
例

え
ば
、

自

分

の
住

ん
で

い
る
区

の
地

誌

を
調

べ
さ
せ

て
報
告

さ

せ
る
な

ど

で
あ

る
。

そ

の
大
関

の
ア

イ
デ

ア

の

一
つ
に
、

こ

こ
に
紹

介
す

る
修

学

旅

行

記

の
作
成

が

あ

っ
た
。

修

学
旅

行

に
出

か
け
る
前

に
、

す

で

に
旅

行
先

の
資
料

集

め
を

さ
せ
、
出

発
後

は
、
車

中

の
見
聞

、
旅
行

先

で

の
教
師

の
説

明
、
途
中

集

め

た
様

々
な
資

料
等

を
整

理

し

て
、
帰
京

後

ま

と
め

て
提

出
す

る

と

い
う

も

の
で
あ

る
。

地
図

を
買

っ
て
来

て
折

り

こ
ん
だ

り
、
絵

葉

書

を
貼

っ
て
厚

く

す
る

こ
と

も
考

え

ら
れ

て

い
る
。

敬

三

の
級
友

・
宮

本
璋

は
、
論

文
を
書

く

こ
と
は
そ

の
時

分

か
ら
教

え
ら

れ
た
よ
う

ヘ
ア
リ

な

も

の
だ

っ
た
と
言

っ
て

い
る

と

い
う
。

こ
の
よ
う

な
良

き
教

師

の
指
導

に
恵

ま
れ
た

附
属
中

学
時

代

の
敬

三

は
、

四
年

時

に
箱

根

双

子
山

や
武
州

雲
取

山

で
蛭

を
採

集

し
た
り
、

諏

訪

湖

で
プ

ラ

ン
ク
ト

ン
を
採
集

し

て

い
る
。

水
泳

部

の
あ

っ
た
富

浦

で
採
集

し

た
猫

鮫

に
寄
生

す

る
海

蛭

に
関

し

て
は
、
丘

浅
次
郎

博

士

に
贈

っ
て
珍

ら
し

い
と
褒

め
ら

れ
た
り

も
し

て

い
る
。

ま

た
、

そ

の
よ
う
な
採
集

・
調
査

活

動
を

も
と

に
、

中
学

時
代

か
、b

「
蛭
四
種

に

つ
い
て
」
・

「金

魚

の
音

に
関

す

る
知

覚

の

一
観

察

」、

「
ダ

フ
ネ
」

(
み
じ
ん

こ

の

一
種

)
、

「
日

本

に
お
け

る
自

然

保
護

と
記

念

物
」
、



「
諏
訪
湖

に

つ
い
て
」
、

「蟻

の
社
会

性
」

と

い

っ
た
論

文
を

執
筆

し
、
動
物

学

に
対

す

る
指

向

を

明
確

に
し
、
自

分
自

身

の
中

で
核

と
し

て

い

っ
た
よ
う

で
あ

る
。

そ

の
中

に
あ

っ
て
五
年

時

に
ま

と
め

た

「
我

が
尊

敬

す

る

エ
ー

ベ
リ

ー
卿

の
蜂
蟻

に
関

す

る
研

究

の

一
部

に

つ

い
て
」

は
力

作

で
あ

っ
た
。

同
論

文
中

に
あ

る
蜜

蜂

の
実

験

に
際

し

て
は
、

先

に
紹

介

し

た
稲

葉
彦

六

の
指

導

を
受

け

て

い
る
。

ま

た
、

敬

三
は
、

こ
の
中

で
、

銀
行
家

で
あ

り
、

一
流

の
学
者

で
あ

っ
た
ジ

ョ
ン

・
ラ
ボ

ッ
ク

(後

に

エ
ー

ベ
リ

ー
卿

と
称

す

る
)

の
略

伝

も
執

筆

し

て
い
る
が
、

そ

こ

に
は
、
自

分

の
生
く

べ
き
将

来

と
だ

ぶ
ら

せ
て
ラ
ボ

ッ
ク
を
意

識

し

て

い
た
観

が
窺

え

る
も

の
と

な

っ
て

い
る
。

「修学旅行記」にみる渋沢敬三の学問的基礎過程

旅
行
家

・
渋
沢
敬

三

敬

三

は
、
あ

る
種

「
旅
行
家

」

で
も
あ

っ
た
。

「
ア

フ
リ

カ
と
南
極

を

の
ぞ
く

全
大

陸

に
ま

た
が

る
世

界
旅

行

の
経

歴

は
相

当

の
も

の

　
　

ね

で
、

国
内

で
も
行

っ
た

こ
と

の
な

い
県

は
な

か

っ
た
」

と
も

い
わ

れ

て

い
る
。

一
九

一
〇
年

(明
治

四
三
)

に
は
、
年

上

の
従
兄

た

ち

に

伴

わ

れ

て
北
海

道
旅

行

を
し
た

り
、

一
九

一
二
年

(明
治

四

五
)

に
は
附
属
中

学
校

の
山
岳
会

に
入
会

し
、

手
始

め

に
上
高

地

に
入

り
、

前

穂
高
、

焼
岳

な

ど

に
登

っ
た

り
し

て

い
る
。

敬

三

の
旅

の
記

録

と

し
て
は
、

『柏

葉

拾
遺

』

や

『犬

歩

当
棒

録

』

に
掲

載

さ
れ

た

「旅

譜
」

が

あ

る
。

こ

こ

に
記
載

さ
れ

て

い
る
も

の
だ
け
を
数

え

て
も
、

一
九

〇
九
年

(明

治

四

二
)
、
中

学

一
年

の
時

、
銚

子

に
修
学

旅

行

に
行

っ
た

の
を

始

め
、

一
九

六
〇
年

(昭
和

三
五
)

八
月

ま

で
五

二
年

間

に
四

八
〇

回

の
記
事

が
見

え

る

〔そ

の
間

の

一
九

二

「
年

(大

正

一
〇

)

は

ノ
ー
ト
が
紛
失

し

て
記
載

も

れ

に
な

っ
て

い
る
〕
。

銀
行

の
視
察

な

ど
、
役

務

を
負

っ
て

の
も

の
も
多

か

っ
た
が
、

大
半

は
、

ア
チ

ッ
ク

こ

こ
ユ
ー
ゼ

ア

ム
で

の
調
査

等
、

自
身

の
学
問
的

興
味

を
満

た
す

た
め

の
旅

行

が
多

か

っ
た
よ
う

で
あ

る

(役

務
を
負

っ
て
の
旅
行

の
際

も
学

問
的

興
味

を
満
た

す
行
動

を

覗

か
せ

て

い
る
)
。

い
ず

れ

に
し

て
も

「旅

譜

」

か
ら
は
、

単
な

る
旅

行

の
記
録

だ

け

に
と
ど

ま
ら
ず

、
敬

三

の
旺
盛

な
向

学

心

を
感

じ

さ

せ
る
も

の
と

な

っ
て

い
る
。

そ

う

い

っ
た
意
味

か
ら
も

「
旅
譜
」

の
最

初

に
登
場

す

る
附
属
中

学
校

で
の
修

学
旅

行

が
、
旅
行

家

・
敬

三

の
出

発
点

で
あ
り
、

の
ち
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の
旅

行

の
あ

り
方

を
あ

る
程
度

規
定

す

る
も

の
と
な

っ
た

と
言

っ
て
も

よ

い
の

で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
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附

属
中
学
校

の
修
学
旅
行
記

敬

三
が
通

っ
た
東
京

高
等
師

範

学
校

附
属
中

学
校

で
は
、
毎
学

年
時

に

一
～

三
泊

の
修

学
旅
行

を
挙

行

し

て

い
る
。
因

み

に
、

敬

三

の

修

学
旅
行

先

を

み
て

み
る

と
、

一
年

時

は
、
佐

原

、
銚

子

方
面

(
一
泊

)
、

二
年

時

は
、
今

回

「
修

学
旅

行

記
」

に
て
紹
介

す

る
筑

波

山

か
ら
水

戸
方

面

(
二
泊
)
、

三
年
時

(落
第

の
た
め
同
学
年

を

二
回
経

験

す
る
)

は
、
箱
根

、
修

善
寺

、
熱

海
方

面

(三
泊

)
、
四
年
時

は
、

甲
府

、
諏
訪

湖
、

長

野
、
新

潟
、

川
中

島
方

面

(三
泊
)
、
五
年

時

は
、

助

川

か
ら

仙
台

、
磐
梯

山

、
白

河
方

面

(三
泊

)

の
修

学
旅

行

を
経

験

し

て

い
る
。

同
校

で

の
修

学
旅
行

で
は
、
先
述

の
と

お
り
、
地

理

の
大
関
久

五
郎
教
諭

の
発
案

に
よ
り
生
徒

に
課

せ
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

「
修
学

旅

行
記

」

の
作

成
、

提
出

が
あ

り
、

「修

学
」

の
意

を
明
確

に
打

ち
出

し
た

も

の
で
あ

っ
た
。

渋

沢
史
料
館

で
は
、
現

在

の
と

こ
ろ
、
敬

三
が

ま
と

め
た

「修

学
旅

行
記

」
を

二
冊
確

認

し

て

い
る
。

一
冊

は
、

一
年
時

の
も

の
で
、

後
半

に
は
購

入

し
た

と
思
わ

れ
る
絵

葉
書

が
貼

り
込

ま
れ

て

い
る
。

そ

し
て
、
他

の

一
冊
が
、
今

回

、

こ

こ
に
紹
介

す

る

二
年
時

の
も

の

で
あ

る
。

以
下

で

は
、

内
容

を
簡

単

に
紹
介

し

よ
う

(最

後

に
、
写
真

を

一
括

し

て
掲
載

し

て

い
る
。

二
二

八
-

三

八
頁

)
。

表
紙

に
は
、

「
明

治

四
十

三
年
度

修

學
旅
行

記

第

二
学
年

澁
澤
敬

三

」

と
表

記

さ
れ
、

「祭

魚

洞
文
庫

」

の
蔵
書

架

票
が
貼

ら

れ

て

い
る

(後
掲

写
真
①

"
以
下
、
写

真

番
号

の
み
を
記

す
)
。

タ

テ

ニ
四

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル

・
ヨ

コ

一
六

.
七

セ

ン
チ

メ
ー

ト

ル

で
、
和

紙

四
七
丁

を
厚
紙

に
よ

る
表
紙

と

と
も

に
紐

に
よ

っ
て
綴

じ

ら
れ

て

い
る

も

の
で
あ

る
。
途

中
数

カ
所

に
白
紙

の
厚
紙

が
綴

じ
込

ま
れ

た

り

す

る

(後

掲

の
写
真

で
は
、

省
略

し

て

い
る
)
。
何

を
目

的

に
し
た

も

の

か
は
、
定

か

で
は
な

い
が

、
恐

ら

く
、

後

で
絵

葉
書

の
貼

り

込

み
を
想

定

し

て

い
た

の
で
は
と
推
察

さ
れ

る
。



「修学旅行記」にみる渋沢敬三の学問的基礎過程

五
丁
白

紙

が
続

い
た
後

、
書

き
始

め
ら

れ

る
。

最
初

は
、
「
は
し

が

き
」

と
し

て
、
東
京

高

等
師

範

学
校

附

属
中

学

校
第

二
学

年

が

三

日
間

に
わ
た

る
修

学
旅
行

に
出

発

す
る
様

子
を
報

じ

る
新
聞

記
事

の
写

し

か
ら

で
あ

る

(③

)
。

続

い
て

「
旅
行
記

」

と
し

て
第

一
日

よ
り
第

三

日

の
行
程

を
自

ら

の
感

想

を
交

え
な
が

ら
、

天
候

、
景
色

、
友

達

の
様

子
な
ど
細

か
な

記
載

が

み
ら

れ
る

(④

～
⑮
)
。

第

一
日
目
～
朝

三
時
頃

家
を

出

て
、

徒
歩

に
て
五
時

一
〇
分
頃

上

野

に
到
着

し
、

汽
車

に
て
出

発

で
あ

る
。

八
時

一
四
分

頃
土
浦

に
到

着

す

る
。
真
鍋

公
園

に
登

り
、
霞

ヶ
浦

を
眺

め
、

一
時
頃
藤

沢
村

に
着

き
、
藤

原
藤

房
卿

の
遺

蹟

を
弔

い
な

が
ら

の
昼

食
を

と

る
。

こ
れ

よ
り
小

田
城
趾

を
訪

れ
、
北

條

を
過

ぎ

て
臼
井

に
て
約

二
〇
分

の
休

憩
を

と

り
、
筑
波

町

の
旅

館

・
江
戸

屋

に
入

っ
た

の
は
四
時

一
〇

分

で
あ

っ
た
。
宿

の
ア
セ
チ

レ
ン
瓦
斯
灯

の

に
お

い
に
閉

口
し
、

散
歩

に
で
る
。
夕
飯

後
、

七
時

頃

よ
り
神
保

先
生

の

「最
後

の

一
い
き
」
、

稲

葉
先

生

の

「筑
波

事
件

」

の
話

を
聞

く

と

い
う

一
日

で
あ

っ
た
。

第

二
日
目
～

三
時
半

に
め
ざ

め
、
朝
食

後
、

五
時

に
出
発

。
筑
波

神
社

前

か
ら
急

な
道

を
登

る
。
頂
上

に
て
植
物

・
鉱
物

の
採
取

を
し

て
女

体

山
を
下

り
、
男
体

山

に
向

か
う
。
途

中
、

故
山

階
宮

の
気

象
観

測

所

に

て
諸
機
械

を
拝

観

す
る
。

一
〇
時
頃

、

男
体

す
な

わ
ち
筑

波

山

を
下

る
。
麓

の
羽
鳥

村

に

て
昼
食

を
取

っ
た
後

、
真

壁

に
向

か
う

。
休

憩
後

、
岩
瀬
停

車

場

か
ら
汽
車

に
乗

り
、
水
戸

に
向

か
う

。

水
戸

の
旅

館

.
芝

田
屋

で
は
、
食
後

、
茶

話
会

を
催

し
、
午
後

一
〇
時
過

ぎ
床

に
着

い
て

い
る
。

第

三
日
目
～
朝

食
後

、
楷
楽

園

へ
向

か

い
、
常

磐
神

社
を
参

詣

す

る
。

崖
下

の
蔵

(孔

子
廟

の
模

型
、

地
球
儀

、
大

日
本
史

、

そ

の
原

稿

.
参

考
書

、
外

の
書
等

を
蔵

す
)

吐
玉
泉

へ
行

っ
た
後

、
弘
道

館

を
訪
問

し
、

所

々
見

物

し
た
後

、
師
範

学
校

の
講
堂

に
て
昼
食
。

午

後

三
時

の
汽
車

で
水

戸
を
去

り
、

上

野
駅

前

に

一
同

整
列

し

て
万
歳

三
唱

し

て
解
散

と

い
う
行
程

で
あ

っ
た
。

次

は
、

「
地

理
歴
史

注
意
地

点
見
聞

録

」
と

し

て
、

事
前

に
学
校

で
設

定

さ
れ

た
と

思

わ
れ

る
注
意

地
点

の
見
聞

記
録

が
書

か

れ

て

い

る
。

因

み

に
、
注
意

地
点

は
、

上
野
台

地

か
ら
水

戸
周

辺

ま
で

の
三
五

カ
所

で
あ

っ
た

(⑯
～
⑳

)
。

続

い
て
、

「
地
理
」

と

い
う
旅

行
地

の
地

理
を

ま
と

め
た
記
載

が
見

ら

れ

る
。
行

政
上

の
区

分

に
始

ま

り
、

「地

理

の
見
聞
」

と

し

て
、
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関
東

平
野

を
東

京
近

傍

と
常
総

地
方

に
分

け

て
説

明
し

て

い
る

(⑳
～
⑳

)
。

次

に
・
大

関
先

生

の
地

理
講
話

の
記
録

が
記

さ
れ

て

い
る

(⑳
～

⑳

)
。
内

容

は
岩

石

と
地

質
時

代

で
あ

り
、
学
校

で

の
事

前

学

習

の

記

録

で
あ

ろ
う

。

以
下

・
筑
波

山

の
項

が
立

て
ら
れ
、

山

の
で
き
方

、
気
象

観

測
所

で
見
聞

し

た
記
録
、

筑
波
事

件

の
起
源

、
経
過

、
結
末

が

ま

と
め
ら

れ
て

お
り

(⑳

～
⑳

)
、

さ

ら

に
、

弘
道
館

の
項

で
は
、

そ

の
起

源

沿
革

、
構

造
が

書

か
れ

た
あ

と

で
、

藤

田
東

湖

の
略

歴

と
東

湖
詩

草

等

と

し
て
詩

歌

が
付

さ

れ
て

い
る

(⑭

～
⑰

)
。

そ

し

て
最
後

に
、
途

中
各

地
点

の
温
度

表

が
掲
げ

ら

れ
、
英
語

で

の
旅

行
内

容

を
略
記

を
も

っ
て
結
ば

れ

て

い
る

(⑱
～
⑳

)
。
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お
わ
り

に

以

上

の
よ
う
な
内
容

と
な

っ
て

い
る
が
、

こ
こ
に
紹

介

し
た

「
修
学
旅

行
記

」
自
体

は
、
附
属
中

学
時

代

に
課
せ

ら
れ

た
課

題

の

一
つ

で
あ
り
・
旅

行
先

の
地

理

・
歴
史

等

を
調

べ
、
各
自

冊

子
を
作
成

す

る

こ
と
は
、

そ

の
後

も
受

け
継
が

れ

て

い
る
と
聞
く
。

た
だ

、
内
容

を

み
て

い
く

と
、

単

な

る
課
題

と
し

て
受

け

と
め
る

の

で
は
な
く
、

よ
り
強

い
意
欲

を

も

っ
て
生
き
生

き

と
し

て
調

べ
、

ま

と
め

る
敬

三

の
姿

が
窺

え
る
も

の
で
あ

っ
た
。

先

に
も
触

れ
た

が
、
敬

三

は
中

学

入
学
以
前
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「修学旅行記」にみる渋沢敬三の学問的基礎過程
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過程「修学旅行記」にみる渋沢敬三の学問的躍
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「修学旅行記」にみる渋沢敬三の学問的基礎過程
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「修学旅行記」にみる渋沢敬三の学問的基礎過程
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